
（
一
）
喫
煙

喫
煙
は
肺
癌
や
喉
頭
癌
、
肺
気
腫
な
ど
の
原
因
と
な
り
、
全
死
亡

数
の
一
九
％
に
達
す
る
。
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会

（
施
設
協
議
会
）
は
平
成
一
七
年
に
禁
煙
宣
言
を
発
表
し
、「
大
学
に

お
け
る
喫
煙
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
班
」
（
主
査

：

高
橋
裕
子
奈

良
女
子
大
学
教
授
）
を
中
心
に
大
学
の
全
面
禁
煙
化
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
。
国
立
大
学
法
人
の
学
生
の
喫
煙
率
は
平
均
で
一
二
・

八
％
、
職
員
は
一
七
・
二
％
で
あ
っ
た
。

（
２
）

本
学
で
の
一
九
九
七
年
、

二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
六
年
の
調
査
で
は
喫
煙
率
は
各
々
二
一
・
九

％
、
一
七
・
七
％
、
一
二
・
四
％
（
男
子
一
五
・
六
％
、
女
子
四
・

五
％
）
と
低
下
傾
向
に
あ
る
。

（
３
）

し
か
し
、
新
入
生
の
喫
煙
率
（
一
～

五
％
）
は
卒
業
時
に
は
一
五
～
二
〇
％
に
達
す
る
の
が
実
情
で
、
在

学
中
に
喫
煙
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
防

煙
教
育
を
行
う
と
共
に
、
喫
煙
の
許
容
傾
向
を
持
つ
リ
ス
ク
・
グ
ル
ー

プ
を
割
り
出
し
て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ど
の
方
法
も
必
要

と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
食
事
・
生
活
パ
タ
ー
ン

十
分
な
睡
眠
、
過
不
足
の
な
い
食
事
、
適
度
な
運
動
は
健
康
の
維

持
増
進
に
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
若
年
層
に
お
い
て
食
事
の
重

要
性
に
関
す
る
認
識
の
低
下
が
目
立
ち
、
不
規
則
な
食
事
、
栄
養
の

偏
り
、
特
に
脂
肪
摂
取
の
増
加
、
外
食
や
中
食
の
増
加
な
ど
に
よ
る

肥
満
、
過
度
の
痩
身
願
望
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
家
族
揃
っ

て
の
食
事
が
減
少
し
、
「
食
」
を
巡
る
問
題
が
心
身
の
健
康
障
害
の

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
一
七
年
に
は
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ

て
国
と
し
て
の
対
策
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
施
設
協
議
会
で
も
平
成

一
八
年
度
か
ら
「
食
と
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
班
」

（
主
査

：

杉
田
義
郎
大
阪
大
学
教
授
）
が
調
査
研
究
を
開
始
し
て
い

る
。

（
三
）
飲
酒
事
故
防
止

大
学
生
の
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
死
が
時
々
報
道
さ
れ
、
飲
酒
交

通
事
故
も
根
絶
さ
れ
な
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
大
脳
皮
質
を
麻
痺
さ
せ
、

解
放
感
を
生
む
と
共
に
規
制
を
緩
ま
せ
る
。
飲
酒
の
祝
祭
的
意
義
を

否
定
し
き
れ
な
い
以
上
、
飲
み
方
の
作
法
を
学
ぶ
場
所
も
大
学
か
も

し
れ
な
い
。
本
学
は
過
去
に
多
く
の
飲
酒
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
こ

と
を
反
省
し
、
学
寮
を
中
心
に
飲
酒
事
故
防
止
対
策
が
と
ら
れ
、
課

外
活
動
の
公
認
に
は
飲
酒
を
含
む
事
故
防
止
講
演
会
へ
の
参
加
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
大
学
祭
で
の
飲
酒
強
要

が
常
態
化
し
、
危
険
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
た
め
平
成
一
七
年
度
に

は
大
学
が
禁
酒
を
決
め
、
そ
の
後
は
学
生
が
自
主
的
に
飲
酒
抜
き
の

大
学
祭
を
運
営
し
て
い
る
。
節
度
を
わ
き
ま
え
た
楽
し
い
飲
酒
文
化
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一
は
じ
め
に

学
生
の
保
健
管
理
業
務
に
携
わ
る
者
の
任
務
は
学
生
が
健
康
に
学

生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
疾
患
を
予
防
す
る
こ
と
と
家
庭
や
地
域
、

会
社
に
お
い
て
成
熟
し
た
市
民
と
し
て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
の
予
防

医
学
は
一
次
～
三
次
予
防
に
分
け
ら
れ
る
。
一
次
予
防
に
は
健
康
教

育
、
健
康
増
進
、

予
防

接
種
が

含
ま
れ
、
二

次
予
防
は
健
康

診
断

（
健

診
）
の
よ
う
な

疾
患
を

早
期
発

見
す
る
た

め
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン

グ
で
あ
る
。
三
次
予
防
は
既
に
罹
患
し
て
い
る
疾
患
の
経
過
を
改
善

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ケ
ア
と
考
え
ら
れ
、
健
康
相
談
や
簡
易
な

診
療
は
こ
こ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
ヘ
ル
ス
の
カ
バ
ー
す
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
一
次
予
防

米
国
内
で
発
生
し
た
死
亡
の
う
ち
、
半
数
が
予
防
可
能
な
原
因
に

よ
る
と
さ
れ
る
。
全
死
亡
数
に
対
す
る
割
合
の
高
い
順
に
原
因
を
記

す
と
タ
バ
コ（
一
九
％
）、
食
事
・
生
活
パ
タ
ー
ン（
一
四
％
）、
飲
酒

（
五
％
）、

微
生
物（
四
％
）、

環
境
に
由
来
す
る
毒
物（

三
％
）、
性
行

動
（
一
％
）
と
な
る
。

（
１
）
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大
学
に
お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状
と
課
題武
藏

学
（
北
海
道
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）



４
各
地
域
の
特
殊
感
染
症
対
策

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
エ
イ
ズ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
だ

が
、
大
学
が
置
か
れ
た
地
域
に
特
有
な
感
染
症
の
情
報
提
供
も
、

大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
任
務
で
あ
る
。
北
海
道
に
特
有
な

感
染
症
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

①
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
疾
患

（
６
）（
７
）

本
州
で
は
標
高
八
〇
〇
ｍ
以
上
の
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ

が
北
海
道
で
は
平
地
に
も
生
息
す
る
た
め
、
マ
ダ
ニ
か
ら
の

ボ
レ
リ
ア
菌
感
染
で
あ
る
ラ
イ
ム
病
や
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
ダ
ニ
媒
介
性
脳
炎
に
注
意
を
要
す
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
年
間
数
例
の
マ
ダ
ニ
刺
咬
を
と
げ
抜
き
で
除
去
し
て
い
る

が
、
最
近
ラ
イ
ム
病
症
例
を
経
験
し
た
。
渓
流
釣
り
の
一
か

月
後
に
ダ
ニ
刺
咬
部
か
ら
遊
走
性
紅
斑
が
出
現
。
血
清
の
ウ

エ
ス
タ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ト
法
で
ボ
レ
リ
ア
菌
体
成
分
に
対
す
る

IgMお
よ
び

IgG抗
体
を
検
出
し
、
ラ
イ
ム
病
と
診
断
し
ア
モ
キ

シ
シ
リ
ン
の
二
週
間
経
口
投
与
で
治
癒
し
た
。
野
外
に
出
か

け
る
時
の
左
記
注
意
事
項
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

・
皮
膚
の
露
出
を
避
け
る
（
長
袖
、
帽
子
着
用
、
首
に
タ
オ

ル
）

・
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
を
含
む
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
て
予
防

・
帰
宅
後
は
入
浴
し
て
、
ダ
ニ
の
早
期
発
見
、
除
去
に
努
め

る

・
座
る
時
は
敷
物
を
使
い
、
直
接
地
面
に
座
ら
な
い

・
確
認
の
た
め
に
除
去
前
後
に
ダ
ニ
を
写
真
記
録
し
て
お
く

一
方
、
ダ
ニ
媒
介
性
脳
炎
の
原
因
で
あ
る
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル

ス
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ
が
北
海
道
南
部
の
山
地
に
も
生
息
す

る
こ
と
、
ロ
シ
ア
～
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
ロ
シ
ア
春
夏
脳
炎
）

お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
～
チ
ェ
コ
な
ど
（
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

脳
炎
）
で
は
感
染
例
が
多
い
こ
と
の
周
知
に
も
努
め
て
い

る
。

②
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症 （
８
）

北
海
道
に
は
キ
タ
キ
ツ
ネ
を
中
間
宿
主
と
し
て
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
が
生
息
し
て
い
る
が
、
イ
ヌ
や
猫
に
も
感
染
が
拡

大
し
、
生
息
域
は
関
東
ま
で
達
し
て
い
る
。
感
染
し
て
放
置

す
れ
ば
肝
機
能
不
全
に
陥
る
。
キ
タ
キ
ツ
ネ
に
は
触
れ
な
い
、

山
の
生
水
は
飲
ま
な
い
、
ペ
ッ
ト
に
触
れ
た
ら
必
ず
手
を
洗

う
、
餌
を
口
移
し
で
与
え
な
い
、
共
通
の
食
器
は
用
い
な
い

な
ど
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
五
）
環
境

多
く
の
大
学
で
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
医
師
は
産
業
医
に
選
任
さ
れ

て
職
場
巡
視
を
行
っ
て
い
る
。
職
場
環
境
と
健
診
結
果
を
照
合
し
て
、
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が
根
付
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
四
）
微
生
物
（
感
染
症
対
策
）

感
染
症
対
策
の
重
要
性
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
新
興
感
染
症
、
薬
剤
耐
性
の
結
核
や
ペ
ス
ト
な
ど
の
再
興
感
染
症
、

最
近
の
大
学
で
の
麻
疹
集
団
感
染
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
麻
疹
以
外
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。

１
結
核

平
成
一
七
年
か
ら
の
改
定
結
核
予
防
法
お
よ
び
学
校
保
健
法

改
定
に
基
づ
き
、
健
診
で
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
は
入
学
年
次
の
み

と
な
っ
た
が
、
結
核
患
者
は
む
し
ろ
二
年
生
以
上
に
多
い
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（
４
）

結
核
の
多
い
国
か
ら
の
留
学
生
、
講
義

や
課
外
活
動
で
の
密
接
な
接
触
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
入
学
時

の
み
の
実
施
で
は
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。
多
剤
耐
性
菌
の
問
題

も
あ
り
、
結
核
対
策
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

２
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 （
５
）

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
Ｈ
５
Ｎ
１
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
制

御
さ
れ
ず
、
ト
リ
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
も
収
束
し
て
い
な
い
現

状
か
ら
ヒ
ト
―
ヒ
ト
感
染
能
を
獲
得
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
出
現
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行

動
計

画
」
、

文
部

科
学

省
は

「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
フ
ェ
ー
ズ

四
以

降
）
」
を

発
表
し
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
一
度
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
出
現
す
れ
ば
、
免
疫
能
が
正
常
な
大
学
生
を
含
む
若
年
層

で
は
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・
ス
ト
ー
ム
―
多
臓
器
不
全
の
た
め
に
多

く
の
犠
牲
者
が
予
想
さ
れ
る
。
学

内
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

体
制
、
保
健
所
と
連
携
し
た
対
策
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
。

３
性
感
染
症

ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
淋
病
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
性
感
染
症
や
性
的
接
触
を
介
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
、
Ｂ

型
お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎
は
性
的
活
動
が
活
発
と
な
る
大
学
生
に
と
っ

て
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
学
生
は
職
業
別
ク
ラ
ミ
ジ

ア
罹
患
率
調
査
で
ト
ッ
プ
三
に
入
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
リ
ス
ク

が
高
い
。
厚
生
労
働
省
の
エ
イ
ズ
対
策
研
究
事
業
や
学
校
で
の

性
教
育
、
施
設
協
議
会
の
エ
イ
ズ
・
感
染
症
特
別
委
員
会
に
よ

る
エ
イ
ズ
予
防
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
の
活
動
に
も
拘

わ
ら

ず
、
エ
イ
ズ
患
者
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
。

エ
イ
ズ
の
講
義
を
し
て
も
学
生
は
聞
き
飽
き
た
と
い
う
感
じ
で
、

こ
ち
ら
の
懸
念
が
十
分
に
届
か
な
い
。
彼
ら
の
知
識
を
真
に
力

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
同
世
代
の
エ
イ
ズ
患
者
の

手
記
を

紹
介
す
る
な
ど
の
工
夫
と
共
に
コ
ン
ド
ー
ム
使
用
や
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検

査
な
ど
を
訴
え
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
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（
二
）
放
射
性
同
位
元
素
等
取
扱
者
健
康
診
断 （

�）

皮
膚
と
目
（
水
晶
体
）
お
よ
び
末
梢
血
検
査
が
対
象
で
あ
る
。
一

時
に
二
五
〇

mSv以
上
被
曝
し
た
時
に
は
血
液
検
査
異
常
が
出
現
す
る
。

１
赤
血
球
と
血
色
素

：

赤
血
球
増
加
症
と
貧
血
が
診
断
さ
れ
る
。

赤
血
球
増
加
症
で
は
血
液
粘
度
が
増
す
た
め
梗
塞
の
予
防
が
必

要
で
あ
る
。
貧
血
で
多
い
の
は
小
球
性
（
M
C
V
<
8
0
fl）
の
鉄

欠
乏
性
貧
血
で
あ
る
。
女
性
に
多
い
が
、
継
続
的
な
運
動
に
よ
り

鉄
が
汗
や
便
中
へ
喪
失
す
る
た
め
に
男
子
学
生
に
も
見
ら
れ
る
。

小
球
性
貧
血
で
は
軽
症
サ
ラ
セ
ミ
ア
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

我
国
で
も
千
人
に
一
人
と
頻
度
は
高
く
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
七
年

間
に
三
例
の
サ
ラ
セ
ミ
ア
症
例
を
発
見
し
て
い
る
。

２
白
血
球
数
と
白
血
球
百
分
率

：

両
者
の
積
か
ら
五
種
類
の
白

血
球
の
絶
対
値
を
算
定
し
て
多
寡
を
判
定
す
る
。
リ
ン
パ
球
減
少

症
が
多
く
、
リ
ン
パ
球
が
最
も
放
射
線
感
受
性
が
高
い
と
は
言
え
、

被
曝
と
関
連
付
け
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
自
己
免
疫
性
疾
患
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
、
ス
ト
レ
ス
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

四
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患 （

�）

ア
レ
ル
ギ
ー
は
原
因
物
質
が
体
内
に
入
っ
た
後
に
免
疫
学
的
機
序

に
よ
り
生
体
に
不
利
益
な
症
状
が
惹
起
さ
れ
る
現
象
と
言
え
る
。
ア

レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
有
す
る
国
民
は
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
と
言
わ
れ
、

原
因
と
な
る
物
質
は
花
粉
、
ダ
ニ
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
カ
ビ
、
食
物

（
卵
、
乳
製
品
、
小
麦
、
そ
ば
、
魚
、
果
物
な
ど
）
な
ど
多
種
多
様

で
あ
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
程
度
も
口
の
し
び
れ
感
な
ど
の
軽
度

な
も
の
か
ら
、
窒
息
の
危
険
の
あ
る
喘
息
や
喉
頭
浮
腫
、
血
圧
低
下

を
き
た
し
て
生
命
の
危
険
を
伴
う
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク

ま
で
様
々
で
あ
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
は
気
付
か
れ
に
く
い
が
、

鼻
水
や
く
し

ゃ
み
、
目
の
か

ゆ
み
（
花
粉
症
）
、

咳
や
喘

鳴
、
息

苦

し
さ
（

気
管

支
喘
息
）
、
皮
膚
が
赤
く
腫
れ
て
か

ゆ
く
な
る
（

蕁
麻

疹
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
）
な
ど
の
症
状
が
多
く
、
血
液
検
査
で
ア

レ
ル
ギ
ー
と
診
断
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
特
に
ソ
バ
や
薬
剤
、
ハ
チ

毒
ア
レ
ル
ギ
ー
は
生
命
の
危
険
を
伴
う
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・
シ
ョ
ッ

ク
を
誘
発
す
る
こ
と
が
あ
る
。
強
い
全
身
症
状
の
既
往
歴
が
あ
れ
ば

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
に
備
え
て
第
一
選
択
薬
で
あ
る
エ

ピ
ネ
フ
リ
ン
の
自
己
注
射
セ
ッ
ト
で
あ
る
エ
ピ
ペ
ン

�の
携
帯
を
勧

め
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
ハ
チ
刺
傷
が
多
い
の
で
ボ
ス
ミ
ン

�を
常

備
し
て
い
る
。

五
お
わ
り
に

学
生
時
代
に
偏
り
の
な
い
規
則
的
な
食
生
活
と
規
則
的
な
生
活
パ
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環
境
の
健
康
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三
健
康
診
断

学
生
が
対
象
の
健
診
は
学
校
保
健
法
に
依
拠
す
る
一
般
定
期
健
診

と
電
離
放
射
線
障
害
防
止
法
に
よ
る
放
射
性
同
位
元
素
等
取
扱
者
健

診
で
あ
る
。
労
働
安
全
衛
生
法
が
規
定
す
る
有
機
溶
剤
中
毒
な
ど
の

予
防
に
関
わ
る
健
診
は
職
員
を
対
象
と
す
る
が
、
大
学
で
は
教
員
の

い
る
所
に
は
必
ず
学
生
が
い
る
た
め
、
安
全
配
慮
義
務
か
ら
こ
れ
ら

の
物
質
を
扱
う
学
生
を
も
対
象
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
一
般
定
期
健
康
診
断

本
学
で
は
新
入
生
と
卒
業
年
次
に
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
、

視
力
、
内
科
診
察
、
検
尿
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
を
実
施
し
、
希
望
者
に

は
歯
科
健
診
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
学
年
の
学
生
は
検
尿
と
胸

部
Ｘ
線
検
査
と
し
、
希
望
者
に
は
内
科
診
察
を
行
っ
て
い
る
。

１
受
診
率

：

新
入
生
の
受
診
率
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
あ
り
、
卒

業
年
次
も
就
職
、
進
学
を
控
え
て
診
断
書
が
必
要
な
た
め
か
七

〇
～
八
〇
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
学
年
の
受
診
率
は

極
め
て
低
く
年
余
の
課
題
で
あ
る
。
厳
密
な
成
績
評
価
が
導
入

さ
れ
る
一
方
、
休
講
措
置
が
と
ら
れ
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る

が
、
健
診
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
て
い
く
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
る
。

２
発
見
さ
れ
る
疾
患

：

健
診
と
そ
の
後
の
精
密
検
査
で
診
断
さ

れ
る
疾
患
は
肥
満
、
神
経
性
食
思
不
振
症
、
結
核
、
自
然
気
胸
、

慢
性
腎
炎
、
高
血
圧
症
、
心
臓
疾
患
（
不
整
脈
、
先
天
性
心
疾

患
、
弁
膜
症
な
ど
）、
貧
血
、
甲
状
腺
疾
患
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、

癌
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
特
記
す
べ
き
点
の
み
記
す
。

①
造
血
器
腫
瘍
の
好
発
年
代
で
あ
る
た
め
、
内
科
診
察
時
の
貧

血
チ
ェ
ッ
ク
、
頸
部
リ
ン
パ
節
と
甲
状
腺
の
触
診
は
必
須
で

あ
る
。
本
学
で
は
七
年
間
に
無
症
状
の
甲
状
腺
癌
が
二
例
発

見
さ
れ
た
。

②
慢
性

腎
臓

病
で
は
腎
機

能
が
低
下
し
て
も
自

覚
症
状
が
伴
わ
な

い
た
め
、

早
期
発
見
に
は
健
診
が
必

須
で
あ
る
。

尿
糖

陽
性
な

ら
糖

尿
病
を
疑
い
精
査
す
る
。

蛋
白
が
陽
性
で
あ
れ
ば
糸
球
体

腎
炎
な
ど
が
疑
わ
れ
る
。

蛋
白

陰
性
で
潜
血
反
応

陽
性
が
持

続
す
る
際
に
は
、
ま
ず
尿

路
結

石
や
尿

路
悪
性
腫

瘍
の
診
断
の

た
め
の
泌

尿
器

科
受
診
が
優

先
し
、
こ
れ
ら
が
除

外
さ
れ
れ
ば

腎
臓
内

科
受
診
を
勧
め
る
。

IgA腎
症
は
緩

慢
に
経

過
す
る
も
の

が
多
い
が
、
時
に
急

速
進

行
す
る
。

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
治

療
に
よ
り
尿
所
見
の
み
な
ら
ず
腎
組
織
の
改
善
も
期
待
さ
れ
る
。

（
９
）
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タ
ー
ン
を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
感
染
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー

性
疾
患
に
も
留
意
し
、
さ
ら
に
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
現
代
で
は
そ
の
解

消
法
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
精
神
疾
患
で
あ
っ
て
も

精
神
科
受
診
に
先
立
ち
、
身
体
症
状
を
訴
え
て
内
科
医
を
受
診
す
る

例
が
多
い
の
で
、
内
科
医
が
う
つ
病
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
力
を

持
つ
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

文
献

（
１
）
疾
患
予
防
の
基
本
原
則

ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
第
一
五
版
、
四
九
～

五
二
、
二
〇
〇
三

（
２
）
平
成
一
九
年
度
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
総
会

（
３
）
北
海
道
大
学
学
務
部

：

学
生
生
活
実
態
調
査
報
告
書
二
〇
〇
六
、

三
九
四
〇

（
４
）
藤
平
和
弘

：

新
入
生
と
新
入
生
以
外
の
活
動
性
肺
結
核
患
者
の
発

生
状
況
か
ら
見
た
学
校
保
健
法
施
行
規
則
改
定
の
問
題
点
、
第
九
回

フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
神
戸
）、
二
〇
〇
七

（
５
）
谷
口
清
州

：

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

内
科
九
八

：

七
七
三
七
七
八
、
二
〇
〇
六

（
６
）
増
澤
俊
幸

：

ラ
イ
ム
病

日
本
医
師
会
編

感
染
症
の
診
断
・
治

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
七
七
一
七
八
、
医
学
書
院
、
一
九
九
九

（
７
）
高
島
郁
夫

：

ダ
ニ
媒
介
性
脳
炎
、
日
本
内
科
学
会
雑
誌

九
三

：
二
三
六
九
二
三
七
四
、
二
〇
〇
四

（
８
）
神
谷
正
男

：

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

日
本
医
師
会
編

感
染
症
の

診
断
・
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

八
八
九
一
、
医
学
書
院
、
一
九
九

九

（
９
）
渡
辺

毅
、
加
藤
哲
夫
、
村
岡
英
夫

：

慢
性
腎
疾
患
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
と
診
断
、
日
本
医
学
会
雑
誌

一
三
四

：

二
三
三
〇
三
四
、

二
〇
〇
六

（

10）
武
藏
学

：

実
験
と
健
康
管
理
―
放
射
線
―

C
A
M
P
U
S

H
E
A
L
T
H

四
一

：

二
一
二
六
、
二
〇
〇
四

（

11）
中

川
武
正

他

：

プ
ラ
イ

マ
リ
ー

ケ
ア
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
ど

う
診
る
か
、
日
本
内
科
学
会
雑
誌
九
三

：
二
一
六
六
二
一
八
八
、

二
〇
〇
四
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